
令和４年度 学校マネジメントシート 

 

【様式】 

  学校名（   紀南高等学校   ） 

１ 目指す姿 

(1)目指す学校像 生徒には希望を 保護者には夢を 地域には信頼を 

(2) 

育みたい 

児童生徒像 

・一人ひとりが自己肯定感・有用感をもち、個々の特性を活かして活躍できる生徒。 

・自らを認め、他者も認める人間関係を構築することができる生徒。 

・地域や社会に主体的に参画し、地域に貢献できる人材。 

ありたい 

教職員像 

・あらゆる教育活動を通じて生徒一人ひとりの自己肯定感・有用感を高めるため、生

徒に寄り添うことができる教職員。 

・育みたい生徒像実現に向け、互いに学び合い、支え合い、学び続けることができる

教職員集団。 

２  現状認識 

(1)学校の価値を 

提供する相手

とそこからの

要求・期待 

【生 徒】学校生活への充実感、満足感、安心感。学力の向上。進路保障。 

【保護者】生徒の進路実現、社会で通用する基礎的な学力とコミュニケーション能力

の育成。安心・安全な学校生活。 

【地 域】地元地域を活性化する人材の育成。地域になくてはならない学校。 

(2)連携する相手

と連携するうえ

での要望・期待 

連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待 

◎学校運営協議会は学校運営の主体と

して連携する相手との総括的な調整を

行う。 

【同窓会】母校・地域の発展に貢献でき

る生徒の育成。 

【小・中学校】卒業生が生き生きと生活

し、成長する姿が感じられる高校。 

【地域の関係諸機関】さまざまな活動へ

の高校生の参加。 

【学校活性化協議会】中学生に選んでも

らえる学校づくり。 

【ＰＴＡ】生徒支援のためのＰＴＡ活動

活性化。 

◎学校運営協議会は連携する相手に対し、

教育活動への積極的な参画を促す。 

【同窓会】生徒への支援をそれぞれの立場

でサポート。 

【小・中学校】生徒に関しての情報交換や

教員間の交流。 

【地域の関係諸機関】それぞれの立場から

生徒・保護者への支援。 

【学校活性化協議会】中学生に選んでもら

える学校づくりを支援。 

【ＰＴＡ】保護者との架け橋。 

(3)前年度の学校 

関係者評価等 

・「学校運営協議会委員と教職員との語る会」で明らかになった、生徒への支援と教

職員の働き方改革を確実に進める必要がある。 

・学力に課題がある生徒や特別支援が必要な生徒の学びをサポートし、進路を保障す

るため、学習支援のボランティア等を効率的に活用する必要がある。 

・地域で子どもたちを育てる環境が整っている強みを活かして、コミュニティ・スク

ールとして何ができるかということを具体的に提案する必要がある。 

・新型コロナウィルス感染症と共存した学校と地域の連携を考える必要がある。 

(4)現状と

課題 

教育 

活動 

・生徒が学んだことをしっかり身に付け、それにより学力が向上するとともに、「学

んだことが役に立つ」「やればできる」という体験をとおして自己肯定感や自己有用

感を高めることが必要である。そのため、教育活動のあらゆる場面で生徒の自主性・

主体性を引き出せるよう教職員が授業改善や教育課題に関する研修を積極的に行っ

てきた。これらのノウハウを継承・発展していくことが重要である。 

・安心して学校生活を送るために、生徒一人ひとりにあった方法で学校生活が支援で

きるように、生徒の様子等の情報を共有する機会を多く持つようにしてきた。また関

係機関との連携も積極的に行うようにしている。これらのことを基盤として、より多

様化する生徒の実情や環境に対応できるよう組織体制を整えていく必要がある。 

   Ⅰ－１－２ 治山・治水・海岸保全対策の推進 



学校 

運営等 

・目指す学校像をふまえた、生徒へのより丁寧な支援のために、教職員が丁寧な情報

共有をおこなう必要がある。 

・生徒に寄り添い、一人ひとりにあった方法で生徒を支援することは本校の教育活動

の根幹である。このことには大変な労力と時間が必要であり、丁寧になるほどに業務

の負担は増していき、メンタル面を含めた教職員の健康面に大きな影響を及ぼす。教

職員の健康を維持しやりがいを持って教育活動に臨むことができるよう、業務を見直

し、精選していくことが重要である。 

・一つ一つの活動を確実に充実させることが、中学生に選ばれる学校となることにつ

ながる。教職員間と学校運営協議会の絆を強め、関係機関との対話・連携を密にし、

学校運営の充実を図る必要がある。 

 

 

３  中長期的な重点目標 

教
育
活
動 

１．コミュニティ・スクールの理念を活かし、地域と協働した教育活動を進めます。 

２．生徒が自らの生き方について主体的に意思決定し行動できるように、キャリア教育を充実さ

せます。 

３．生徒が安心して学校生活を送れる環境づくりを進めます。 

学
校
運
営
等 

１．コミュニティ・スクールとして地域と協働し、より信頼される学校づくりを進めます。 

２．積極的に研修を行い、教職員の資質向上及びコンプライアンス向上に努めます。  

３．質の高い教育を維持しつつ業務改善を推進し、勤務時間の縮減に努め、ワークライフバラン

スのとれた組織を目指します。 

 

４ 本年度の行動計画と評価 
（１）教育活動    

教育活動に関する項目は、児童生徒を対象としたものとするのが望ましい。 
（例）「教育課程・学習指導」「キャリア教育（進路指導）」「生徒指導」「保健管理」など 

    また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。 
  

【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】「※」：定期的に進捗を管理する取組 「◎」：最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

①「コミュニ

ティ・スクー

ルの理念を活

かし、地域と

協働した学校

づくりを進め

ます。」に資す

る行動 

（１） 各家庭や地域と連携し、生徒の基本的生活習慣等の確立に向けた

様々な支援を行い、きめ細やかな進路指導を行う。 

（２） 各学年と他分掌との協働や、地域の専門機関等との連携を深めなが

ら、充実した学校生活が送れるように、学校全体で個に応じた支援を

行う。 

（３） 総合的な探究の時間等を活用し、地域理解の機会を設け、進路意

識の向上につなげる。普段から相談しやすい環境作りを行う。 

【活動指標】１年次は家庭訪問年 1 回以上、全学年三者面談年 1 回以

上、個別面談年３回以上実施 

  



②「生徒が自

らの生き方に

ついて主体的

に意思決定し

行動できるよ

うに、キャリ

ア教育を充実

させます。」に

資する行動 

 

（１） ＩＣＴ活用の推進、持続可能な社会の創り手を育成できるよう、「ＳＤ

Ｇ’ｓ」の理念を踏まえた防災教育の取組を行う。 

【活動指標】研修等を５回以上、検討会 1回以上実施、アンケート結果 

（２） 進路資料室や総合掲示板などを活用することで、情報収集能力を育

成するとともに、自らのキャリアについて主体的に意思決定し行動す

る力を育成する。 

（３） 地域の保健所や消防署と協力し、思春期教育講演会やＡＥＤ講習会

を行う。 

【活動指標】講演会各学年年 1回、講習会 1回実施 

  

③「生徒が安

心して学校生

活を送れる環

境づくりを進

めます」に資

する活動 

 

（１） 様々な課題をもつ生徒に対して、学校全体で効果的な指導・支援が

行えるよう、教員間で積極的に情報を共有するよう努める。 

【活動指標】担任・副担任との情報共有、週 1回実施 

（２）生徒が、いじめや虐待に関する相談をしやすい体制を作る。アンケー

トを実施し、生徒の実態把握に努める。 

【活動指標】いじめや学校生活に関するアンケート、学期に 1回以上実施 

 

（３）人権意識の向上を目指し、生徒同士の「つながり」への支援を行う。 

また、人権サークル部員の募集を積極的に行う。 

【活動指標】人権学習各学期 1回以上実施、人権通信学期１回発行 

 

 

 

改善課題 

 

 
（２）学校運営等 

学校運営等に関する項目は、教職員や施設等を対象としたものとするのが望ましい。 
（例）「組織運営」「研修（資質向上の取組）」「情報提供」「保護者・地域住民等との連携」など 
また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。  

【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】「※」：定期的に進捗を管理する取組 「◎」：最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

①「コミュニ

ティ・スクー

ルとして地域

と協働し、よ

り信頼される

学校づくりを

進めます。」に

資する活動 

（１） ＳＮＳを活用したり、中学校での学校紹介を工夫したりして、本校の行

事や生徒の学習成果、学校生活の様子を発信する。 

【活動指標】年間 40回以上の情報発信、学校紹介動画１本の作成 

（２） 関係機関と連携し、交通安全や防犯などに関わる啓発活動やボラン

ティア活動、他校との交流会等に積極的に参加する。 

【活動指標】年 3回以上実施 

（３）「紀南地域県立学校における拡大人権教育推進協議会」などの会議

において、本校の人権学習を公開し、その内容について交流、協議を 

実施する。 

  

②「積極的に

研修を行い、

教職員の資質

向上に努めま

す。」に資する

（１）学年団とともに進路指導業務を行うことで、教員の進路指導に関す

る資質・能力を向上する。 

（２）特別支援教育に関する研修会を行う。【成果指標】年 2回実施 

（３）教職員への人権啓発を促進する。また担当者会議を計画的かつ系統

  



活動 的に行う。 

【活動指標】研修会年 2回以上、人権教育担当者会議年 6回以上実施 

③「質の高い

教育を維持し

つつ業務改善

を推進し、勤

務時間の縮減

に努め、ワー

クライフバラ

ンスのとれた

組織を目指し

ます。」に資す

る活動 

（１） 次世代の育成に必要な指導体制を確立するため、総務・教務部の業

務の大胆な見直しを推進し、学校規模およびスタッフ数に応じた業務

の適正化を図る。 

【成果指標】業務カテゴリー数の削減、簡易化、効率化 30％以上 

（２） きめ細やかな生徒支援の実行に向け、教育相談・特別支援担当と連

携し、生徒のサポートの一助とする。 

（３）教職員が働きやすい環境づくりの考え方を踏まえ、以下の成果指

標・活動指標を目標とし、学校における働き方改革を推進する。 

【活動指標】 

・設定した日の定時に退校できた教職員の割合  90％以上 

・計画した日に休養日を設定できた部活動の割合 100％ 

・放課後に開催し 60分以内に終了した会議の割合 95％以上 

【成果指標】 

・時間外在校等時間が年 360時間を超える時間外労働者の人数 0人 

・時間外在校等時間が月 45時間を超える時間外労働者の延べ人数 0人 

・1人当たりの月平均時間外労働時間 30時間以下 

・1人当たりの年間休暇取得日数 20日 

  

改善課題 

 

５ 学校関係者評価 

明らかになった 

改善課題と次へ

の取組方向 

 

６ 次年度に向けた改善策 

教育活動につ

いての改善策 

 

学校運営につ

いての改善策 

 

 


